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問
題
の
所
在

工業化地域の生活構造

わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
ま
で
「
社
会
移
動
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
テ
l
マ
と
し
て
、
移
動
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
及
ぼ
す
効
果
に
か
ん
す
る
実

証
的
研
究
を
、
九
州
各
地
域
で
行
な
っ
て
き
た
。
そ
の
成
果
の
一
部
は
、
鈴
木
広
編
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
ラ
ー
ル
と
社
会
移
動
の
研

究
』
（
ア
カ
デ
ミ
ア
出
版
会
、
一
九
七
八
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

戦
後
の
わ
が
国
経
済
構
造
の
急
激
な
変
化
は
、
「
土
着
型
社
会
」
の
流
動
化
を
も
た
ら
し
た
が
、
流
動
化
の
方
向
に
は
、
大
き
く
分
け

て
、
工
業
化
型
流
動
化
と
大
都
市
近
郊
型
流
動
化
と
を
設
定
す
る
と
と
が
で
き
る
。
工
業
化
型
流
動
化
は
、
工
場
立
地
に
伴
っ
て
工
場
労

働
者
が
大
量
に
流
入
す
る
ζ

と
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
る
。

ζ

れ
に
対
し
て
大
都
市
近
郊
型
流
動
化
は
、
福
岡
市
や
北
九
州
市
な
ど
の
大
都

市
に
集
中
す
る
人
口
が
、
周
辺
の
市
町
村
へ
流
出
す
る
と
と
に
よ
っ
て
当
該
地
域
が
流
動
化
し
て
い
く
場
合
や
、
筑
豊
の
旧
産
炭
地
域

が
、
地
域
産
業
の
崩
壊
と
と
も
に
他
都
市
と
の
人
口
交
流
を
活
発
化
し
て
い
く
と
い
う
形
で
流
動
化
す
る
場
合
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
ラ
ー
ル
と
社
会
移
動
の
研
究
』
で
は
、
「
土
着
型
社
会
」
の
事
例
と
し
て
熊
本
県
人
吉
市
を
、
「
大
都
市
近
郊
型
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流
動
化
」
地
域
の
例
と
し
て
福
岡
県
大
野
城
市
を
対
象
地
と
し
て
扱
っ
て
お
り
、
当
初
「
工
業
化
型
流
動
化
」
地
域
の
例
と
し
て
予
定
し

て
い
た
宮
崎
県
日
向
市
は
、
概
況
調
査
の
結
果
、
新
産
業
都
市
に
指
定
は
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
工
業
化
が
い
ま
だ
初
発
的
段
階
に
あ
っ

た
た
め
に
、
当
該
類
型
の
代
表
例
と
し
て
は
若
干
不
適
当
と
判
断
さ
れ
た
の
で
、
本
調
査
か
ら
は
除
外
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
経
過
か
ら
、
本
稿
は
工
業
化
型
流
動
化
社
会
の
典
型
的
タ
イ
プ
に
あ
て
は
ま
る
福
岡
県
京
都
郡
苅
田
町
に
お
け
る
移
動

効
果
を
分
析
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
大
都
市
近
郊
型
の
流
動
化
社
会
と
工
業
化
型
流
動
化
社
会
と
の
比
較
を
目
的
と
し
て
お
り
、
前
書
を

補
填
す
る
意
図
を
持
つ
。
し
た
が
っ
て
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
ラ
ー
ル
』
の
続
編
の
一
部
と
考
え
て
い
た
だ
い
て
き
し
っ
か
え
な
い
。
そ

乙
で
詳
細
は
前
書
に
譲
る
と
し
て
、
ご
く
簡
単
に
、
社
会
移
動
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
連
を
分
析
す
る
理
論
的
枠
組
み
を
提
示
し
て
お

乙切っ。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
状
態
を
分
析
す
る
視
角
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は

ω成
員
構
成
に
お
け
る
土
着
性
と
流
動
性
、
間
生
活
機
能
要
件
充
足

水
準
に
お
け
る
豊
富
と
貧
困
、
間
成
員
の
生
活
構
造
と
社
会
構
造
に
お
け
る
統
合
と
溶
解
、
凶
成
員
の
意
識
形
態
に
お
け
る
同
化
と
疎

外
、
と
い
う
四
つ
の
ア
ス
ペ
ク
ト
を
設
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
四
つ
の
軸
は
相
互
に
密
接
な
相
関
関
係
を
も
つ
が
、
都
市
化
な
い
し
工

業
化
は
、
成
員
構
成
を
土
着
か
ら
流
動
へ
（
社
会
移
動
の
現
実
化
）
、
充
足
水
準
を
充
足
さ
れ
た
状
態
か
ら
不
充
足
の
状
態
へ
と
押
し
下

げ
、
社
会
構
造
を
統
合
か
ら
溶
解
へ
、
意
識
を
地
域
的
相
互
主
義
か
ら
自
己
中
心
主
義
へ
と
変
化
さ
せ
る
か
た
ち
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

状
態
を
変
化
さ
せ
る
、
と
一
般
的
に
は
考
え
ら
れ
る
。

社
会
移
動
は
「
個
人
の
社
会
的
地
位
の
変
化
」
と
定
義
さ
れ
る
が
、
都
市
化
な
い
し
工
業
化
の
個
人
的
レ
ベ
ル
で
の
表
出
、
と
位
置
づ

け
る
と
と
も
で
き
る
。
土
着
型
社
会
に
あ
っ
て
は
、
社
会
構
造
が
十
分
統
合
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
の
で
、
構
造
レ
ベ
ル
で
の
分
析
に
よ
っ

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
状
態
を
明
示
す
る
と
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
流
動
型
社
会
で
は
、
そ
れ
が
困
難
で
あ
る
。
む
し
ろ
確
実
に
把
握

で
き
る
個
人
的
レ
ベ
ル
で
の
変
化
を
指
標
に
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
状
態
を
知
る
方
法
を
と
る
方
が
有
利
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
か
ヨ
り

す
れ
ば
社
会
移
動
の
概
念
は
、
個
人
と
社
会
構
造
と
の
連
結
環
と
し
て
の
社
会
的
地
位
に
照
準
を
合
わ
せ
た
概
念
で
あ
る
の
で
、
戦
略
的



に
恰
好
の
位
置
を
占
め
て
い
る
と
い
え
る
。

社
会
移
動
は
具
体
的
に
は
、
階
層
閣
の
地
位
の
変
化
と
、
居
住
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
聞
の
移
動
と
、
集
団
閣
の
移
動
を
意
味
し
て
い
る
。
都

市
化
な
い
し
工
業
化
は
、
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
成
員
構
成
を
土
着
者
と
流
動
者
か
ら
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
と
変
化
さ
せ
る
。
一
般
に

社
会
移
動
の
量
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
成
員
の
流
動
性
の
程
度
を
示
す
尺
度
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
社
会
移
動
と
生
活
要
件
充
足
水

準
、
生
活
構
造
の
統
合
度
、
お
よ
び
住
民
意
識
の
そ
れ
ぞ
れ
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
言
い
か
え
れ
ば
、
社
会
移
動

の
効
果
と
し
て
、
三
つ
の
ア
ス
ペ
ク
ト
そ
れ
ぞ
れ
に
み
ら
れ
る
変
化
を
確
認
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、
社
会
移
動
が
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
状
態
を
変
化
さ
せ
て
い
く
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
る
と
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。

概
略
以
上
の
よ
う
な
分
析
枠
組
み
の
も
と
で
、
さ
っ
そ
く
工
業
化
地
域
の
社
会
移
動
と
生
活
構
造
お
よ
び
住
民
意
識
の
関
係
に
か
ん
す

る
分
析
を
開
始
し
た
い
。
な
お
紙
数
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、

生
活
要
件
充
足
水
準
に
か
ん
し
て
は
、
本
稿
で
は
省
略
す
る
と
と
に
す

る。

工
業
化
地
域
の
形
成

ー
ー
ー
苅
田
町
の
工
業
化
｜
｜

工業化地域の生活構造

福
岡
県
京
都
郡
苅
田
町
は
、
北
九
州
工
業
地
帯
の
南
・
周
防
灘
に
面
し
て
位
置
し
、
大
正
時
代
か
ら
無
尽
蔵
と
も
い
わ
れ
る
石
灰
石
、

珪
石
を
利
用
し
た
「
セ
メ
ン
ト
の
町
」
と
し
て
繁
栄
し
て
き
た
。
現
在
で
も
、
麻
生
セ
メ
ン
ト
、
宇
部
セ
メ
ン
ト
、
三
菱
セ
メ
ン
ト
の
大

手
三
社
が
操
業
し
て
お
り
、

さ
ら
に
戦
後
に
な
っ
て
、

遠
浅
の
海
を
埋
め
立
て
つ

セ
メ
ン
ト
工
業
は
町
の
中
心
工
業
と
な
っ
て
い
る
。

っ
、
昭
和
三
一
年
の
九
州
電
力
苅
田
発
電
所
を
皮
切
り
に
、
表
ー
に
示
す
よ
う
な
企
業
が
続
々
と
進
出
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
昭
和
四
八

年
に
は
日
産
自
動
車
九
州
工
場
が
小
波
瀬
臨
海
工
業
用
地
に
進
出
す
る
乙
と
が
決
定
さ
れ
、
五

O
年
に
操
業
を
開
始
し
た
。

一
三
九



表 1 苅田町の企業立地、港湾

｜企業立地

昭30年｜

1131111九電発電開始（75千KW)
｜ 2期工事（156千KW)-

,, 32 11 I 「3期工事（156千KW)

11 33 11 Iゼニスコンクリート嗣

,,34111 I 

11 35 11 I I 

1136111西日本共同火力（220千KWり ↓ 
l→ 11月完成 6月完成

11 37 11 I費園生コンクリート閥

1138111福智技研附69名

1139111麻生セメント附186名

宇部興産側265名

II 40 II 

II 41 II 

11 42 11 I西村産業側161名

II 43 II 

II 44 II 

11 4 , I山九運輸機工釘

II 46 II 

1147111九電に合併。豊鋼材工業側217名

1148111豊悶セメント→三菱鉱業セメント
に合併315名

目立金属附646名

日産自動車倒立地決定

II 4911 

115011 I日産自動車側操業開始

II 5111 

II 52ぺダットサントラック初船積

II 53 II 

（注）従業者数は52年現在

｜ 工業用地・用水 ｜ 港湾その他

臨海工業用地l号地。51ha)

完成小波瀬臨海 ｜県企業局苅田事務所
I (2ooha〕

殿川ダム完成
I (125万nt)

松山工業用地1号地i I ( a) 

柏木ダム完成
↓↓（2820万nt)

国際貿易港指定

門司税関

木材輸入特定港指定

完成 完成 ｜門司海上保安部

松山工業用地2号地 IC財）苅田フェリー
cs1ha) I 埠頭公社

大洋フェリー
（苅田一大阪）

西日本フェリー
（苅回一神戸）

門司植物防疫所

阪急フェリーに譲渡

小波瀬臨海2号 ｜九州急行フェリー
(160ha〕｜ （苅田一東京）

四
0 



と
の
一
連
の
工
業
化
の
過
程
で
、
苅
田
町
の
人
口
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
。
昭
和
三

O
年
に
は
二
て
五
九
八
人
、
三
五
年
に
は
二

二
、
四
三

O
人
、
四

O
年
に
は
二
四
、
七
二
六
人
、
五

O
年
に
は
二
七
、
七
七
一
人
、
五
三
年
に
は
つ
い
に
三
万
人
を
突
破
し
た
。
そ
れ

の
み
な
ら
ず
男
子
雇
用
型
の
日
産
自
動
車
の
進
出
に
よ
っ
て
、
町
人
口
の
男
女
構
成
比
が
五
三
年
に
は
つ
い
に
逆
転
し
、
男
子
人
口
が
上

ま
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
製
造
業
の
従
業
者
、
お
よ
び
製
造
品
出
荷
額
も
増
加
し
て
き
て
お
り
、
表
2
K
示
す
よ
う
に
、
五

O
年

そ
の
内
訳
を
業
種
別
に
分
け
て
構
成
比
を
出
し
て

以
降
の
増
加
が
著
し
い
。
五
二
年
に
は
六
、

O
二
七
人
の
従
業
者
と
な
っ
て
い
る
が
、

み
る
と
、
輸
送
用
機
械
器
具
が
六
七
Mmを
占
め
、
窯
業
・
土
石
製
品
が
一
五
Mmと
な
っ
て
お
り
、

乙
の
二
つ
が
苅
田
町
の
工
業
を
支
え
て

い
る
ζ

と
が
わ
か
る
。
出
荷
額
に
つ
い
て
も
、
輸
送
用
機
械
器
具
が
六
六
Mm、
窯
業
・
土
石
製
品
が
二
六
Mmを
占
め
て
い
る
。

一
人
当
り
の
出
荷
額
を
出
し
、
福
岡
県
全
体
お
よ
び
県
内
の
他
都
市
と
比
較
し

表
3
は
製
造
品
出
荷
額
を
工
業
従
業
者
数
で
割
っ
て
、

た
も
の
で
あ
る
。
昭
和
田

O
年
に
は
県
全
体
で
二
九
三
万
円
と
な
り
、
県
平
均
を
一

O
Oと
し
た
指
数
で
み
る
と
、
福
岡
市
で
七
八
、
北

工業化地減の生活憐造

百万円
昭30年 31 897 1,877 

35 43 1,031 2,732 

40 44 1,221 7,308 

45 52 1,717 21,452 

48 56 2,280 40,434 

50 66 3,465 73,626 

51 65 3,542 98,173 

52 68 6,027 187,975 

苅田町の工業

｜亨業所恒持l製造品出荷額

表 2

九
州
市
で
さ
え
も
一
四
五
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
苅
田
町
は
二

O
四
と
い
う
高
い
指
数
を
示

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

日
産
自
動
車
進
出
後
の
昭
和
五
二
年
の
出
荷
額
を
み
る
と
二
二
九
の

著
し
く
高
い
指
数
を
示
し
て
お
り
、
他
都
市
よ
り
も
抜
き
ん
で
て
い
る
。
こ
の
表
の
示
す
よ

う
に
、
苅
田
町
は
大
企
業
中
心
の
「
良
質
の
」
工
業
都
市
と
し
て
形
成
さ
れ
て
き
て
お
り
、

日
産
自
動
車
工
場
の
進
出
は
そ
れ
を
不
動
の
も
の
に
し
た
と
舌
守
え
る
で
あ
ろ
う
。

苅
田
町
の
流
出
入
人
口
を
み
て
も
、
隣
接
す
る
北
九
州
市
、
行
橋
市
や
筑
豊
地
区
か
ら
、

五
O
年
に
は
五
、
四
六
一
人
も
の
通
勤
通
学
者
が
流
入
し
て
お
り
、
苅
閏
町
で
従
業
・
通
学

す
る
も
の
の
三
七
・
六
Mmを
占
め
る
に
至
っ
て
お
り
、
五

O
年
に
は
苅
田
町
常
住
人
口
を
、

昼
間
人
口
の
方
が
上
ま
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
工
業
化
が
転
入
人
口
を
増
加
さ
せ
た
だ
け
で

な
く
、
今
や
苅
田
町
は
、
い
く
ら
か
中
核
的
工
業
都
市
と
し
て
の
性
格
さ
え
お
び
る
町
へ
と

四



工業従業者l人当りの製造品出
荷額

閣2主閣2よ
福岡県Ifgr1州五月

町田苅

四

229 

変貌をとげつつある。

福岡市 229 78 1,129 82 

北九州市 425 145 1,907 138 

大牟田市 318 108 1,606 116 

直方市 138 47 1,073 78 

大川市 145 49 684 50 

こ
の
よ
う
な
点
で
、
苅
田
町
は
「
工
業
化
型
流
動
化
」
地
域
の
一
典
型
例

と
し
て
位
置
づ
け
る
と
と
が
で
き
る
。

本
報
告
の
基
礎
と
な
る
資
料
は
、
昭
和
五
三
年
一

O
月
に
、
苅
田
町
に
住
む

二
O
歳
以
上
の
成
人
男
女
を
対
象
と
し
て
行
な
わ
れ
た
調
査
結
果
で
あ
る
。

二
O
人
に
一
人
の
割
合
で
一

O
O七
人
を
対
象
者
と
し
て
抽
出
し
、
調
査
票

を
あ
ら
か
じ
め
郵
送
し
、
後
日
、
町
職
員
に
よ
っ
て
回
収
す
る
方
法
で
、
七

一
三
の
有
効
票
を
得
た
。
調
査
方
法
の
特
殊
性
か
ら
標
本
は
中
高
年
の
男
性

に
や
や
比
重
が
偏
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
や
む
を
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

土
着
と
流
動

ま
ず
住
民
の
居
住
経
歴
か
ら
、
地
域
間
移
動
の
実
態
を
み
る
と
、
町
内
生
ま
れ
が
四
五
Mm
で
約
半
数
を
占
め
、
北
九
州
・
豊
前
の
隣
接

市
町
村
生
ま
れ
が
一
九
Mm、
県
内
生
ま
れ
が
七
Mmと
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
前
住
地
を
み
る
と
、
町
内
は
五
O
M
m、
北
九
州
・
豊
前
地
区
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表3

社
会
移
動
と
生
活
構
造

か
ら
の
流
入
者
が
二
三

Mm、
県
内
六
Mmと
な
っ
て
お
り
、
約
半
分
が
土
着
性
住
民
で
、
残
り
半
分
が
来
住
者
と
い
う
よ
う
に
、
住
民
は
二

分
さ
れ
る
。
し
か
し
流
入
者
は
比
較
的
近
郊
か
ら
や
っ
て
来
て
お
り
、
と
く
に
女
性
に
近
郊
か
ら
の
流
入
者
が
多
く
、
男
性
は
む
し
ろ
土

着
的
で
あ
る
。
女
性
よ
り
も
男
性
が
土
着
的
で
あ
り
、
通
婚
圏
が
狭
域
的
で
あ
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
は
、
苅
田
町
が
土
着
を
志
向
し
た
工



工業化地域の生活構造
,;i弘，

（実数）

(108) 

図1職業別居住歴

農林漁業

商工サービス

民間事務

民間労務

務

会社管理

無

主

員

職

/;'-. Mι，、

業
開
発
を
試
み
た
乙
と
を
表
わ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

図
1
は
、
職
業
別
に
み
た
居
住
歴
で
あ
る
。
農
林
漁
業
と
商
工
サ

ー
ビ
ス
業
で
は
七

I
八
割
が
苅
田
町
生
ま
れ
で
、

乙
の
町
の
土
着
層

の
母
体
と
な
っ
て
い
る
乙
と
が
わ
か
る
。
乙
れ
に
次
ぐ
職
業
は
公
務

員
、
民
間
企
業
の
事
務
、
労
働
で
あ
り
、
管
理
職
と
主
婦
と
は
最
も

新
規
の
来
住
層
で
あ
る
。
と
く
に
主
婦
の
約
半
数
は
ご
く
最
近
、
つ

ま
り
高
度
成
長
期
以
後
の
来
住
者
で
あ
る
。
苅
田
町
で
は
男
性
よ
り

も
女
性
、
自
営
業
層
よ
り
も
被
雇
用
者
層
、
と
り
わ
け
管
理
職
層
が

よ
り
流
動
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
工
業
化
に
伴
っ
て
部
厚
く
な
っ

て
い
く
外
来
者
層
と
土
着
層
と
の
関
係
が
、
苅
田
町
の
社
会
構
造
を

考
え
て
い
く
う
え
で
の
中
軸
と
な
る
。

住
民
の
居
住
経
歴
に
み
ら
れ
た
変
化
は
、
同
時
に
、
世
代
間
職
業

移
動
経
歴
に
も
み
ら
れ
る
。
実
父
の
段
階
で
は
農
林
漁
業
三
一
形
、

商
工
サ
ー
ビ
ス
業
一
一
%
と
、
四
割
は
自
営
業
で
あ
る
が
、
本
人
の

職
業
で
は
そ
れ
が
三
分
の
一
の
一
六
Mm
へ
と
減
少
し
、
か
わ
っ
て
民

間
事
務
・
労
働
な
ど
の
被
雇
用
者
層
が
倍
増
し
て
い
る
。
と
う
し
て

本
人
の
生
活
体
験
の
な
か
で
も
、
土
着
的
自
営
業
層
か
ら
被
雇
用
者

層
へ
の
移
動
の
流
れ
を
跡
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
四
三



イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
社
会
関
係

一
四
四

日
常
的
に
非
常
に
（
家
族
同
様
と
い
え
る
ほ
ど
）
親
し
く
つ
き
あ
っ
て
い
る
社
会
関
係
を
、
親
類
、
近
隣
、
友
人
知
人
の
三
種
類
に
分

け
て
、
種
類
別
の
関
係
量
と
相
手
の
居
住
場
所
と
に
よ
っ
て
、
町
民
の
つ
き
あ
い
関
係
の
、
不
ッ
ト
ワ
l
ク
を
描
く
乙
と
が
で
き
る
。
苅
田

町
の
つ
き
あ
い
関
係
は
、
他
都
市
で
の
調
査
結
果
と
比
較
す
れ
ば
、
量
的
に
か
な
り
豊
富
で
あ
る
と
と
が
ま
ず
指
摘
さ
れ
る
。
住
民
一
人

当
り
の
平
均
関
係
量
は
親
類
一
五
・
七
三
人
、

叶 2見体全

土 着 18.8 12.1 18.0 

U ターン 15.2 8. 9 18.4 38.9 2.71 

ステップ流入 14.9 8. 9 16.1 33.4 2.30 

流 入 14.7 8. 0 14.8 33.0 2.69 

也到主
体｜叶

表 4

町

近
隣
一

0
・
二
五
人
、
友
人
一
五
・
六
四
人
、

り
、
「
家
族
同
様
の
か
恥
わ
和
い
い
つ
き
あ
い
（
設
問
ワ
l
デ
ィ
ン
グ
）
」
関
係
が
量
的
に
は
豊

総
量
と
し
て
は
、

一
四
・
八
九
人
と
な

富
に
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
親
し
い
親
類
な
し
と
す
る
も
の
が
全
体
の
一
二
Mm、
近
隣
な
し

が
一
四
Mm、
友
人
な
し
が
一
七
Mmを
占
め
、
社
会
関
係
か
ら
孤
立
し
て
い
る
も
の
も
け
っ
し
て

少
な
く
は
な
い
。

そ
こ
で
移
動
と
つ
き
あ
い
関
係
と
の
関
連
を
み
る
た
め
に
、
居
住
経
験
を
も
と
に
住
民
を
「

土
着
」
「
U
タ
ー
ン
」
「
ス
テ
ッ
プ
流
入
」
「
流
入
」
の
四
つ
の
層
に
分
類
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
層

ど
と
の
社
会
関
係
の
平
均
量
を
示
し
た
も
の
が
表
4
で
あ
る
。

地
も
（
当
然
、
現
住
地
も
）
苅
田
町
で
あ
っ
た
者
、
「
U
タ
l
ン
」
と
は
出
生
地
は
町
内
で
あ

「
土
着
」
と
は
出
生
地
も
前
住

る
が
前
住
地
が
町
外
で
あ
り
、
現
在
再
び
町
内
に
住
ん
で
い
る
者
、
「
ス
テ
ッ
プ
流
入
」
と
は

出
生
地
は
町
外
で
あ
る
が
前
住
地
は
町
・
円
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
同
じ
く
町
内
の
現
住
地
化
移
転

し
た
者
、
「
流
入
」
と
は
出
生
地
も
前
住
地
も
町
外
で
あ
る
全
く
の
外
来
者
を
指
す
。
七
二
ニ

人
中
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
の
実
数
は
土
着
二
一
二
、

U
タ
l
ン
六
八
、
ス
テ
ッ
プ
流
入
四
四
、

流
入
二
二
六
で
あ
り
、
居
住
経
験
の
対
照
的
な
土
着
腐
と
流
入
居
と
が
量
的
に
も
多
数
を
占
め

て
措
抗
し
て
い
る
。



移
動
タ
イ
プ
ご
と
に
多
数
を
占
め
て
い
る
職
業
を
み
る
と
、
土
着
層
の
主
体
は
農
林
漁
業
、
商
工
サ
ー
ビ
ス
業
、
公
務
員
と
い
っ
た
土

着
的
職
業
で
あ
り
、

U
タ
l
ン
層
で
は
民
間
事
務
や
労
働
で
あ
り
、
ス
テ
ッ
プ
流
入
層
で
は
無
職
や
主
婦
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
流
入
居

で
は
主
婦
が
最
も
多
い
が
、
公
務
員
や
民
間
労
働
お
よ
び
管
理
職
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

ζ

の
よ
う
に
住
民
個
人
に
準
拠
し
て
み
る
と
、

地
域
間
移
動
者
の
職
業
と
土
着
者
の
職
業
の
差
異
が
は
っ
き
り
と
見
ら
れ
、
移
動
と
職
業
と
の
関
連
が
よ
く
わ
か
る
。

そ
乙
で
先
の
表
4
を
み
る
と
、
社
会
関
係
の
総
量
は
土
着
層
に
最
も
多
く
、

U
タ
l
ン
、
ス
テ
ッ
プ
流
入
、
流
入
の
順
に
減
少
し
て
お

り
、
苅
田
町
と
地
域
的
関
わ
り
の
時
間
の
長
さ
と
き
れ
い
に
相
関
し
て
い
る
。
関
係
の
種
類
ご
と
に
さ
ら
に
詳
し
く
み
る
と
、
土
着
層
で

は
親
類
関
係
が
最
も
豊
富
で
あ
り
、
次
い
で
友
人
、
近
隣
の
順
に
関
係
量
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、

U
タ
l
ン
層
で
は
逆
に
友
人
が
最

高
で
、
親
類
、
近
隣
の
願
に
な
っ
て
お
り
、
ス
テ
ッ
プ
流
入
眉
も
流
入
層
も
U
タ
1
ン
層
と
同
じ
種
類
別
の
比
率
構
成
を
示
し
て
い
る
。

地
域
間
移
動
が
社
会
関
係
の
量
を
少
な
く
さ
せ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
移
動
の
「
分
離
効
果
」
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
ス
テ
ッ
プ
流
入
と
流
入

層
に
は
、
無
職
や
女
性
が
多
か
っ
た
乙
と
か
ら
、
年
齢
や
性
に
よ
る
彼
ら
の
社
会
関
係
の
貧
困
さ
が
、
乙
の
二
つ
の
層
の
社
会
関
係
量
を

と
く
に
押
し
下
げ
て
い
る
と
と
も
考
慮
に
い
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

次
に
、
つ
き
あ
い
関
係
の
相
手
が
ど
乙
に
住
ん
で
い
る
か
を
示
し
て
、
社
会
関
係
の
空
間
的
広
が
り
を
み
る
ζ

と
に
す
る
。
そ
の
際
に

近
隣
は
校
区
内
か
、
せ
い
ぜ
い
広
く
て
も
町
内
に
限
定
さ
れ
て
く
る
の
で
、
乙
乙
で
は
考
察
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
。
図
2
は
親
類
の
居

住
地
域
別
一
人
当
り
の
平
均
関
係
量
を
移
動
タ
イ
プ
ご
と
に
図
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
図
3
は
友
人
知
人
の
居
住
地
域
別
関
係
量
を
同
じ

工業化地域の生活構造

よ
う
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
つ
き
あ
い
の
量
を
校
区
内
、
町
内
、
県
内
、
県
外
の
四
地
区
に
分
け
て
、

一
人
当
り
の
平
均
量
を
計
算
し

た
も
の
で
、
方
形
の
大
き
さ
が
関
係
量
の
多
寡
を
示
す
。

ま
ず
親
類
関
係
の
空
間
的
広
が
り
を
図
2
で
み
る
と
、
土
着
層
と
U
タ
l
ン
層
と
で
は
校
区
内
、
町
内
に
比
重
が
あ
り
、
ス
テ
ッ
プ
流

入
居
で
は
県
外
に
、
流
入
居
で
は
県
内
に
、
親
類
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
土
着
層
に
お
い
て
は
量
も
豊
富
で
、
し
か
も
狭
域
的
に
親
類
関

係
が
累
積
し
て
い
る
。
ス
テ
ッ
プ
流
入
と
流
入
層
は
親
類
づ
き
あ
い
の
量
も
少
な
く
、
し
か
も
広
域
的
に
分
散
し
て
い
る
。

U
タ
l
ン
層

一
四
五



図2移動タイプ別親類関係
校区内

町
内

県
外1

一
四
六

は
量
は
少
な
い
も
の
の
、
空
間
的
に
は
狭
域
的
に
親
類
が
累
積
し
て
、
土
着
層
に
類
似
し
て
い
る
。

次
に
友
人
知
人
関
係
の
空
間
的
広
が
り
を
図
3
で
み
る
と
、

外
に
、
流
入
層
は
最
も
量
的
に
貧
困
で
は
あ
る
が
県
内
に
、

や
は
り
土
着
層
と
U
タ
l
ン
層
で
は
町
内
に
、

ス
テ
ッ
プ
流
入
層
で
は
県

そ
れ
ぞ
れ
友
人
が
豊
富
で
あ
る
。



土
着
層
は
豊
富
な
つ
き
あ
い
関
係
を
も
っ
て
い
た
が
、
親
類
も
友
人
知
人
も
と
も
に
校
区
内
、
町
内
に
集
中
し
て
お
り
、
狭
域
的
に
緊

密
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
展
開
し
て
い
る
。

U
タ
l
ン
層
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
広
が
り
方
は
土
着
層
に
類
似
し
て
狭
域
に
累
積
し
て
い
る

が
、
社
会
関
係
の
種
類
は
帰
属
型
関
係
の
親
類
よ
り
も
、
業
績
型
関
係
の
友
人
の
方
に
、
量
的
比
重
が
移
っ
て
お
り
、
地
域
的
移
動
経
験

が
業
績
型
の
関
係
を
形
成
さ
せ
た
と
考
え
る
と
と
も
で
き
よ
う
。

ス
テ
ッ
プ
流
入
唐
は
っ
き
あ
い
関
係
量
で
は
土
着
層
や
U
タ
l
ン
層
に
匹
敵
す
る
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
空
間
的
広
が
り
は
対
照
的
で

あ
る
。
親
類
も
友
人
も
最
も
広
域
に
分
散
し
て
お
り
、
苅
田
町
内
で
の
社
会
関
係
は
稀
薄
と
な
り
、
つ
き
あ
い
の
方
向
性
は
外
部
志
向
的

と
な
る
。
流
入
層
は
全
般
的
に
つ
き
あ
い
関
係
が
貧
困
で
、
し
か
も
広
域
的
に
分
散
し
て
お
り
、
最
も
孤
立
し
た
層
で
あ
る
。
た
だ
県
内

と
い
う
中
域
に
親
類
が
多
く
、
親
類
の
地
域
的
分
布
状
況
か
ら
み
る
か
ぎ
り
、
ス
テ
ッ
プ
流
入
層
が
広
域
か
ら
の
長
距
離
移
動
を
経
験
し

た
流
入
者
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
流
入
層
は
中
域
か
ら
の
流
入
者
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
移
動
タ
イ
プ
と
つ
き
あ
い
関
係
と
の
関
連
か
ら
、
地
域
間
移
動
の
経
験
が
社
会
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
空
間
的
に
拡
大

し
て
い
く
と
と
が
容
易
に
理
解
で
き
る
。
ま
た
苅
田
町
に
お
け
る
対
照
的
な
土
着
層
と
流
入
層
と
が
、
社
会
関
係
の
構
造
に
か
ん
し
て

も
、
前
者
は
地
域
内
閉
鎖
的
、
後
者
は
開
放
的
な
構
造
を
も
っ
と
い
う
よ
う
に
、
と
れ
ま
た
対
照
的
で
あ
る
と
と
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

集
団
参
加
の
構
造

工業化地域の生活構造

つ
ぎ
に
、
社
会
関
係
の
も
う
一
つ
の
局
面
と
し
て
の
フ
ォ
ー
マ
ル
な
集
団
参
加
を
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
一
六
種
類
の
団
体
名
を
具
体

的
に
示
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
加
入
し
て
い
る
か
い
な
か
を
答
え
て
も
ら
っ
た
結
果
、
加
入
率
一

O
M
m以
上
を
得
た
団
体
は
、
町
内
会
・
自

治
会
（
五
二
Mm〉
、
ス
ポ
ー
ツ
・
趣
味
・
娯
楽
サ
ー
ク
ル
（
二
七
Mm）、

P
T
A
・
子
供
会
（
二
四
Mm）
、
労
働
組
合
（
二
三
労
）
、
氏
子
会

・
檀
徒
会
（
一
七
Mm）
、
同
窓
会
・
県
人
会
（
一
七
Mm）
、
婦
人
会
（
一
五
Mm〉
、
同
業
者
組
合
（
一
五
Mm）
、
老
人
ク
ラ
ブ
（
一
三
Mm）
、
宗

教
団
体
〈
一
一
M

き
で
あ
っ
た
。
一
人
当
り
の
平
均
加
入
数
は
二
・
七

O
団
体
と
な
り
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
社
会
関
係
と
と
も
に
、
団

一
四
七



図4団体参加の構造
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一
回
八

体
参
加
も
か
な
り
豊
富
で
あ
る
と
い
え
る
。

男
性
で
は
町
内
会
、
労
働
組
合
、
趣
味
サ
ー
ク
ル
が
ベ
ス
ト
三
で

あ
り
、
女
性
で
は
町
内
会
、
婦
人
会
、

P
T
A
・
子
供
育
成
会
へ
の

加
入
率
が
高
い
。
男
性
の
方
が
任
意
加
入
の
団
体
へ
参
加
し
、
女
性

は
消
極
的
な
自
動
加
入
に
よ
る
団
体
参
加
の
傾
向
が
強
い
。
イ
ン
フ

ォ
ー
マ
ル
な
社
会
関
係
の
量
も
男
性
優
位
で
あ
っ
た
の
で
、
苅
田
町

で
は
社
会
関
係
は
性
に
よ
る
差
が
大
き
く
、
男
性
優
位
的
に
構
成
さ

れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
団
体
参
加
の
質
的
な
側
面
を
、
最
も
大
切
だ
と
考
え

て
い
る
団
体
に
よ
っ
て
み
る
と
、
や
は
り
町
内
会
が
圧
倒
的
に
多
く

二
四
労
を
占
め
る
。
次
い
で
、
労
働
組
合
と
趣
味
サ
ー
ク
ル
が
五
銘

以
上
を
占
め
、
あ
と
は
五
Mm以
下
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
加
入
率
と
大

切
な
団
体
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
比
率
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団

体
の
重
要
度
を
計
算
し
、
図
示
し
た
も
の
が
図
4
で
あ
る
。
重
要
度

は
加
入
し
て
い
る
も
の
す
べ
て
が
大
切
な
団
体
で
あ
る
と
回
答
し
た

場
合
に
一
・

O
と
な
る
。

図
を
み
る
と
、
町
内
会
が
加
入
率
、
重
要
度
の
両
面
の
組
み
合
わ

せ
と
し
て
他
を
抜
き
ん
で
た
集
団
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
他
方
、

学
習
サ
ー
ク
ル
や
住
民
運
動
は
、
加
入
率
乙
そ
低
い
が
重
要
度
の
点



で
は
町
内
会
以
上
で
あ
る
。
町
内
会
に
次
い
で
労
働
組
合
の
加
入
率
、
重
要
度
が
高
い
の
は
、
工
業
都
市
苅
田
町
の
特
性
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
女
性
が
も
っ
ぱ
ら
参
加
し
て
い
た

P
T
A
・
子
供
育
成
会
や
婦
人
会
は
、
重
要
度
か
ら
い
え
ば
趣
味
サ
ー
ク
ル
以
下
で

あ
る
。
こ
と
に
は
女
性
の
社
会
関
係
の
質
的
貧
困
さ
が
顔
を
み
せ
て
い
る
。

次
に
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
社
会
関
係
と
フ
ォ
ー
マ
ル
な
集
団
参
加
を
合
わ
せ
て
、
住
民
が
ど
の
関
係
を
重
視
し
て
い
る
か
と
い
う
、

主
観
的
な
社
会
関
係
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
い
。
全
体
的
に
み
れ
ば
、
団
体
を
最
も
大
切
だ
と
し
て
い
る
人
が
八
Mm、
親
類
二
八
Mm、
友

人
知
人
二
二
%
、
近
隣
三
一
%
、
不
明
一
O
%
と
な
っ
て
お
り
、
近
隣
と
親
類
と
い
う
地
縁
・
血
縁
の
関
係
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
近
隣
は
量
的
に
は
少
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
生
活
し
て
い
く
う
え
で
は
第
一
に
重
要
な
関
係
だ
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

乙
の
傾
向
は
女
性
の
方
に
強
く
み
ら
れ
、
三
六
Mm

の
も
の
が
近
隣
を
重
視
し
て
い
る
。
男
性
で
は
友
人
・
知
人
と
団
体
を
あ
げ
る
も
の
が
女
性
よ
り
多
く
な
り
、

ζ

れ
ら
の
業
績
型
の
社
会

関
係
は
、
主
観
的
に
も
、
男
性
優
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

「
遠
く
の
親
類
よ
り
近
く
の
他
人
」
の
乙
と
わ
ざ
ど
お
り
で
あ
る
。
性
別
に
み
れ
ば
、

工業化地域の生活構造

土
着
と
流
動
の
差
異
が
主
観
的
な
社
会
関
係
の
布
置
に
ど
の
よ
う
な
差
異
を
も
た
ら
す
か
を
み
る
た
め
に
、
次
に
職
業
別
の
社
会
関
係

の
布
置
を
表
5
に
示
し
た
。
農
林
漁
業
者
は
親
類
と
近
隣
を
あ
げ
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
か
れ
ら
は
帰
属
型
の
社
会
関
係
を
重
視
し

て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
団
体
は
民
間
事
務
や
労
働
、
公
務
員
と
い
っ
た
被
雇
用
者
層
が
重
視
し
て
お
り
、
同
じ
業
績
型
の
社
会
関
係
で
あ

る
友
人
・
知
人
は
管
理
、
自
営
業
、
公
務
員
、
民
間
労
働
で
大
切
に
さ
れ
て
い
る
。
親
類
と
近
隣
は
農
林
漁
業
の
他
に
、

職
、
主
婦
に
重
視
さ
れ
て
い
る
。

自
営
業
や
無

客
観
的
な
社
会
関
係
量
に
お
い
て
、
土
着
者
は
帰
属
型
の
親
類
関
係
が
豊
富
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
流
入
者
は
業
績
型
の
友
人
・
知

人
関
係
が
豊
富
で
あ
っ
た
が
、
社
会
関
係
の
主
観
的
な
布
置
に
お
い
て
も
、
農
林
漁
業
や
女
性
お
よ
び
高
齢
者
と
い
っ
た
土
着
眉
は
帰
属

型
の
社
会
関
係
に
準
拠
し
、
被
雇
用
者
や
男
性
お
よ
び
若
年
者
な
ど
の
流
動
層
は
業
績
型
の
社
会
関
係
に
準
拠
し
て
お
り
、
こ
う
し
て
生

活
構
造
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
土
着
層
と
流
動
層
と
が
対
照
的
な
生
活
構
造
を
形
成
し
て
い
る
わ
け
で
、
地
域
全
体
で
み
る
と
、
土
着
的

一
四
九



（%〉

計（実数）

農林 漁 業 7 41 9 40 4 100 ( 58) 

自 営 業 4 26 31 39 。 100 ( 54) 

民間会社事務 16 32 24 22 6 100 (114) 
，， 労働 11 24 30 29 7 100 (108) 

公 務 員 11 32 31 24 2 100 ( 94) 

管理・経営 4 19 41 37 。 100 ( 27) 

学 生 。 25 50 25 。 100 ( 4) 

無 職 7 27 16 36 13 100 ( 81) 

主 婦 6 32 14 36 13 100 (117) 

隣 IDK,NAl 類竪叫｜近体｜親

表5 職業別社会関係の位置づけ

五議些里町団

一
五
O

100 

な
社
会
構
造
の
溶
解
過
程
が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
帰
属
型
の
親
類
や
近
隣
関

係
を
軸
に
し
て
狭
域
的
に
集
積
し
て
い
た
生
活
構
造
が
、
流
入
者
の
場
加
に
伴
な
っ

て
、
社
会
関
係
の
種
類
が
多
様
化
し
、
し
か
も
そ
れ
が
広
域
的
に
分
散
す
る
と
い
う

生
活
構
造
が
も
ち
ζ

ま
れ
、
地
域
的
に
は
統
合
度
は
拡
散
・
稀
薄
化
す
る
と
と
に
な

10 

っ
た
の
で
あ
る
。

31 

四

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識

22 

生
活
構
造
を
、
生
活
主
体
が
社
会
構
造
と
文
化
体
系
に
か
か
わ
る
．
生
活
行
動
と

28 

生
活
態
度
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
と
規
定
す
れ
ば
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
つ
き
あ
い
関

係
や
フ
ォ
ー
マ
ル
な
集
団
参
加
は
、
社
会
構
造
の
局
面
に
か
か
わ
る
構
造
で
あ
っ

た
。
そ
と
で
、
生
活
構
造
の
も
う
一
つ
の
局
面
で
あ
る
生
活
主
体
と
文
化
体
系
と
の

関
連
に
つ
い
て
、
本
節
で
は
論
じ
て
い
き
た
い
。
も
っ
と
も
そ
の
さ
い
生
活
態
度
や

8 

意
識
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
か
か
わ
る
局
面
に
の
み
視
野
を
限
定
し
、

い
わ
ば
コ
ミ
ユ

体

一
テ
ィ
意
識
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
形
を
と
り
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
ラ
ー
ル

金

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
た
い
す
る
意
識
を
、
わ
れ
わ
れ
は
と
れ
ま
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
－
ア
イ



－
モ
ラ
ー
ル
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ノ
ル
ム
の
ニ
つ
の
次
元
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
把
握
し
て
き
た
。
モ
ラ
ー
ル
と
は
意
識
の
強
度
や
量
的

次
元
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

ノ
ル
ム
と
は
意
識
の
規
範
的
方
向
性
を
示
す
概
念
で
あ
る
。
乙
の
二
つ
の
詳
細
な
概
念
規
定
に
つ
い
て
は
前

掲
の
『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
ラ
ー
ル
と
社
会
移
動
の
研
究
』
に
譲
る
が
、
簡
単
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
ラ
ー
ル
を
解
説
す
る
と
、
モ
ラ
ー

ル
は
地
域
に
対
す
る
感
情
的
同
一

工業化地域の生活檎造

コミュニティ｜・モラール

管平均スコア

図5

高
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農
林
漁
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関
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事

と

性
（
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2
2
y
g
g
c、
地
域
へ
の

参
加
意
欲
や
関
与
の
程
度

201

g
g
g回
g
c、
統
合
度
（

H
E？

m
g
t
oロ
）
、
地
域
に
関
す
る
認
知

－
評
価
（
回
S
E
E
－oロ）、
の
四

つ
の
構
成
要
素
か
ら
成
る
。

モ
ラ
ー
ル
を
測
定
す
る
た
め

’L、

2.94 

3.01 

2.98 

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
要
素
ご
と

3.03 

に
三
つ
の
設
聞
を
用
意
し
、
そ
れ

地

ぞ
れ
の
項
目
に
つ
い
て
賛
成
に

｛リーダー評価

E｛先行き展望

l住 ,i:.、

計

点
、
反
対
に
四
点
の
ス
コ
ア
を
与

結

ぇ
、
平
均
点
を
出
し
て
図
示
し
た

み

メ入
日

も
の
が
図
5
で
あ
る
。

一
二
項
目

中
最
高
の
ス
コ
ア
を
示
し
た
の
は

「
遠
く
の
親
類
よ
り
近
く
の
他
人
」

五



五

と
い
う
意
識
で
あ
る
。
社
会
関
係
の
種
類
で
も
近
隣
を
最
も
重
視
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
と
と
を
指
摘
し
た
が
、
意
識
の
上
で
も
地
縁
的

結
合
の
強
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
次
い
で
、
〉

2
2
v
s
g仲
の
三
項
目
で
ス
コ
ア
が
高
く
、

n
o
g
g芹
g
o
E
聞

S
Z
E
E
P
E
R
m－

g巴
O
ロ
の
順
に
モ
ラ
ー
ル
得
点
は
低
く
な
っ
て
い
る
。
「
近
く
の
他
人
」
は
重
視
さ
れ
る
も
の
の
、
地
域
の
ま
と
ま
り
や
団
結
心
は
よ
ほ

ど
低
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

そ
乙
で
、
土
着
性
と
流
動
性
と
が
モ
ラ
ー
ル
に
ど
の
よ
う
な
差
異
を
も
た
ら
す
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
土
着
層
の
代
表
と
し
て

農
林
漁
業
従
事
者
を
、
流
動
層
の
代
表
と
し
て
民
間
企
業
労
働
者
を
と
り
出
し
て
、
二
つ
の
職
業
層
の
モ
ラ
ー
ル
を
比
較
し
て
み
た
。

民
間
労
働
者
は
、

図
5
K示
し
た
よ
う
に
、
農
林
漁
業
者
は
全
平
均
の
モ
ラ
ー
ル
・
ス
コ
ア
を
、
す
べ
て
の
項
目
で
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て

一
貫
し
て
平
均
ス
コ
ア
を
下
ま
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
差
が
と
り
わ
け
〉

2
R
v
g
g件
要
因
と
の
0
8自
x
g
o
E
要
因

と
で
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
と
は
見
逃
が
せ
な
い
。
農
林
漁
業
者
は
地
域
に
対
し
て
強
い
愛
着
を
持
っ
て
お
り
、
永
住
意
志
は
最
高
の
モ

ラ
ー
ル
ス
コ
ア
を
得
て
い
る
。
土
着
層
に
モ
ラ
ー
ル
が
高
く
、
流
動
層
で
は
地
域
に
対
す
る
意
識
は
低
落
し
、
地
域
か
ら
疎
外
さ
れ
自
己

疎
外
し
て
い
る
感
じ
を
い
だ
い
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

土
着
性
と
モ
ラ
ー
ル
と
の
関
係
を
さ
ら
に
補
足
す
る
た
め
に
、
居
住
経
歴
と
モ
ラ
ー
ル
の
関
係
を
み
る
と
、
全
体
的
に
居
住
年
数
の
長

い
者
ほ
ど
モ
ラ
ー
ル
は
高
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
昭
和
五
一
年
以
降
来
往
し
た
も
の
の
み
は
例
外
で
、
四
五
年

t
五
O
年
の
来
住
層
よ
り

は
モ
ラ
ー
ル
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
乙
の
新
規
来
住
者
は
若
い
世
代
の
民
間
労
務
職
が
多
く
、
そ
の
社
会
関
係
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
つ

き
あ
い
の
多
い
「
交
際
型
」
で
あ
る
。
ま
た
行
事
へ
の
参
加
で
高
い
ス
コ
ア
を
得
て
い
る
乙
と
な
ど
か
ら
、
「
社
宅
」
な
ど
で
の
生
活
を

焦
点
と
し
た
地
域
に
対
す
る
意
識
が
、
表
面
に
出
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

四
つ
の
モ
ラ
ー
ル
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
中
、
居
住
年
数
と
最
も
関
連
が
深
い
の
は
〉

2
2
v
s
o
E
要
素
で
あ
る
。
感
情
的
な
同
一
性
は
、

土
地
生
ま
れ
で
は
な
く
て
も
二
定
地
域
に
長
く
住
み
続
け
る
乙
と
に
よ
っ
て
芽
ば
え
て
く
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
。

O
B
g広
g
o
E

要
素
も
居
住
年
数
が
長
く
な
る
ほ
ど
強
く
な
る
要
素
で
あ
る
が
、
五
一
年
以
降
来
往
し
た
者
の
聞
で
は
、
四
要
素
中
最
も
高
い
ス
コ
ア
を



得
た
要
素
で
あ
る
。
乙
れ
は
新
規
来
住
者
が
意
図
的
に
地
域
に
関
与
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
結
果
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

コ
、
、
、
ユ
ニ
－
ア

さ
れ
よ
う
。

ィ
の
活
動
に
積
極
的
に
か
か
わ
り
な
が
ら
、
居
住
期
間
が
長
く
な
る
に
し
た
が
っ
て
、
次
第
に
感
情
的
同
一
性
も
生
ま
れ
て
く
る
と
解
釈

職
業
や
居
住
年
数
と
い
っ
た
土
着
性
の
軸
が
モ
ラ
ー
ル
の
高
低
に
影
響
を
及
ぼ
す
乙
と
は
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
前
節
で
分
析
を
試
み

た
よ
う
に
、
社
会
移
動
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
・
フ
ォ
ー
マ
ル
な
社
会
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
効
果
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
そ
乙
で
次
に
、

社
会
関
係
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
ラ
ー
ル
の
関
連
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

工業化地域の生活構造

図6社会関係別モラール

A 

5 

社
会
関
係
の
量
と
種
類
に
よ
っ
て
、
「
孤
立
型
」
「
団
体
型
」
「
交
際

型
」
「
豊
宮
型
」
の
四
つ
の
タ
イ
プ
を
構
成
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
タ

5 

イ
プ
ご
と
に
四
つ
の
モ
ラ
ー
ル
要
素
の
平
均
ス
コ
ア
を
図
示
し
た
も

6 

の
が
図
6
で
あ
る
。
孤
立
型
と
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
つ
き
あ
い
関

係
が
、

一
O
人
以
下
で
団
体
加
入
が
二
団
体
以
下
の
タ
イ
プ
、
団
体

型
は
っ
き
あ
い
関
係
は
一

O
人
以
下
だ
が
団
体
が
三
以
上
の
タ
イ

5 
C 

プ
、
交
際
型
は
団
体
は
二
以
下
だ
が
つ
き
あ
い
関
係
が
一
一
人
以
上

の
タ
イ
プ
、
豊
富
型
は
っ
き
あ
い
関
係
も
団
体
も
そ
れ
以
上
の
タ
イ

プ
で
あ
る
。
孤
立
型
は
全
体
の
一
六
Mm、
団
体
型
五

Mm、
交
際
型
四

O
M
m、
豊
宮
型
三
七

Mmを
占
め
た
。

図
を
み
る
と
、
社
会
関
係
の
濃
密
な
豊
富
型
は
モ
ラ
ー
ル
の
い
ず

5 
E 

れ
の
要
素
に
つ
い
て
も
最
高
の
ス
コ
ア
を
示
し
て
お
り
、
逆
に
孤
立

型
は
四
要
素
い
ず
れ
に
お
い
て
も
最
低
の
ス
コ
ア
を
示
し
て
い
る
。

一
五
三



差
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平準i

主体｜

開放｜

一
五
四

団
体
型
と
交
際
型
と
は
そ
の
中
間
に
あ
っ
て
、

－
要
素
と
C
要
素
と
で
は
ス
コ
ア
の
差
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し

か
し
、

A
要
素
と
E
要
素
と
で
は
交
際
型
の
方
が
モ
ラ
ー
ル
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

ζ

の
こ
と
か
ら
感
情
的
な

同
一
性
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
つ
き
あ
い
関
係
を
通
じ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
仮
説
で
き
よ

・つ。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
意
識
の
強
度
と
密
接
に
関
連
し
て

お
り
、
社
会
移
動
が
移
動
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
社
会
関
係
を
孤
立
さ
せ
れ
ば
、
意
識
の
上
で
も
住
民
が
疎

こ
の
よ
う
に
社
会
関
係
の
豊
富
さ
と
貧
困
さ
と
が
、

外
さ
れ
て
い
く
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
介
在
が
認
め
ら
れ
る
。

コ
ミ
ュ
エ
テ
ィ
・
ノ
ル
ム

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
規
範
的
方
向
性
を
示
す
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ノ
ル
ム
で
あ
る
。
ノ
ル
ム
は
平
準
志

向
ー
格
差
肯
定
、
主
体
主
義
｜
客
体
主
義
、
開
放
主
義
l
！
閉
鎖
主
義
の
三
つ
の
軸
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

平
準
｜
格
差
の
軸
は
、
自
分
の
地
域
の
利
益
を
第
一
に
考
え
る
か
、
困
っ
た
地
域
の
と
と
を
優
先
的
に
考
え
る

か
と
い
う
、
地
域
の
序
列
づ
け
を
肯
定
す
る
か
い
な
か
を
測
定
す
る
軸
で
あ
る
。
主
体
l
客
体
の
軸
は
地
域
の

＋＋ 

乙
と
に
積
極
的
に
か
か
わ
る
か
リ
ー
ダ
ー
に
任
せ
る
か
と
い
う
態
度
を
測
定
す
る
。
最
後
の
開
放
｜
閉
鎖
の
紬

は
、
地
元
を
第
一
に
考
え
る
か
日
本
全
体
の
と
と
を
考
え
る
か
と
い
う
、
地
域
の
開
放
性
を
測
定
す
る
も
の
で

あ
る
。

図
7
に
示
し
た
よ
う
に
、
地
域
住
民
全
体
で
は
格
差
｜
主
体
｜
閉
鎖
の
ノ
ル
ム
が
強
い
。
と
の
意
識
の
方
向
性
は
奥
田
道
大
が
「
伝
統

的
地
域
共
同
体
モ
デ
ル
」
と
称
し
た
も
の
に
類
似
し
て
お
り
、
伝
統
的
な
土
着
型
社
会
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
意
識
形
態
で
あ
る
。
し
か

も
閉
鎖
性
が
特
に
強
い
。
「
日
本
全
体
が
よ
く
な
る
ζ

と
も
重
要
だ
が
、
何
よ
り
も
ま
ず
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
元
を
よ
く
し
て
い
く
こ



と
が
先
決
だ
」
と
い
う
意
見
に
三
分
の
こ
の
人
が
同
意
し
て
い
る
。
地
元
を
よ
く
し
て
い
き
た
い
か
ら
乙
そ
主
体
的
意
識
も
形
成
さ
れ
る

の
で
あ
ろ
う
。

ノ
ル
ム
を
測
定
す
る
三
つ
の
軸
を
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
八
種
類
の
タ
イ
プ
が
構
成
さ
れ
る
が
、

乙
の
格
差
l
主
体
｜
閉
鎖
タ
イ
プ
は
全

体
の
二

O
M
mを
占
め
最
高
で
あ
る
。
第
二
位
は
格
差
｜
客
体
l
閉
鎖
が
一
九
Mmを
占
め
、
主
体
的
に
か
か
わ
る
に
し
ろ
、
か
か
わ
ら
な
い

に
し
ろ
苅
田
町
の
住
民
に
は
地
域
エ
ゴ
イ
ズ
ム
が
強
い
と
と
が
わ
か
る
。
奥
田
に
よ
る
理
想
的
な
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
デ
ル
」
は
平
準
｜

主
体
｜
開
放
タ
イ
プ
に
類
似
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

ζ

の
タ
イ
プ
は
わ
ず
か
七
Mmし
か
い
な
か
っ
た
。

工業化地域の生活構造

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ノ
ル
ム
を
職
業
別
に
み
れ
ば
、
農
林
漁
業
で
は
格
差
｜
主
体
｜
閉
鎖
タ
イ
プ
が
三
三

Mmと
圧
倒
的
に
多
い
。
そ
れ
に

対
し
て
、
無
職
や
主
婦
で
は
格
差
｜
客
体
｜
閉
鎖
タ
イ
プ
が
第
一
位
を
占
め
、
地
域
へ
の
消
極
的
な
か
か
わ
り
方
が
強
い
。
性
別
に
み
る

と
男
性
は
主
体
的
タ
イ
プ
、
女
性
は
客
体
的
タ
イ
プ
に
傾
斜
し
て
い
る
。
ま
た
持
家
居
住
者
は
格
差
！
主
体
l
閉
鎖
タ
イ
プ
が
多
く
、
借

家
、
給
与
住
宅
、
公
営
住
宅
居
住
者
に
格
差
｜
客
体
｜
閉
鎖
タ
イ
プ
が
多
い
。

農
林
漁
業
や
持
家
層
と
い
っ
た
土
着
性
住
民
は
、
高
い
モ
ラ
ー
ル
の
保
持
層
で
あ
っ
た
し
、
地
元
中
心
的
な
閉
鎖
的
意
識
の
方
向
性
は

み
ら
れ
る
が
、
地
域
へ
の
積
極
的
関
与
の
姿
勢
が
強
く
、
と
の
町
の
有
力
な
担
い
手
で
あ
る
と
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
対
し
て
流
動
層

は
、
開
放
的
な
ノ
ル
ム
を
比
較
的
強
く
持
っ
て
い
る
に
し
て
も
、
モ
ラ
ー
ル
は
低
く
、
客
体
的
ノ
ル
ム
が
み
ら
れ
、
そ
れ
は
と
の
層
を
地

域
社
会
か
ら
意
識
の
上
で
も
徹
退
の
方
向
へ
と
導
い
て
い
く
と
と
に
な
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
側
面
に
お
い
て
も
や
は
り
、
土
着
層

と
流
動
層
と
の
聞
に
は
、
意
識
の
量
と
方
向
性
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
大
き
な
し
か
も
対
照
的
な
差
異
の
あ
あ
と
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

一
五
五



一
五
六

五

総
括
と
展
望

工
業
化
地
域
の
特
性

苅
田
町
は
戦
前
か
ら
す
で
に
工
業
都
市
と
し
て
の
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
た
が
、
戦
後
の
大
規
模
な
工
業
用
地
の
造
成
に
よ
っ
て
そ
の

工
業
化
は
著
し
く
進
展
し
た
。
乙
の
工
業
化
は
土
着
的
志
向
の
強
い
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
住
民
構
成
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
域
外
者
の

漸
次
的
増
加
を
余
儀
な
く
さ
せ
、
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
土
着
者
と
流
入
者
と
が
ほ
ぼ
桔
抗
す
る
状
態
に
至
っ
た
。
被
雇
用
者
層
で
あ
る
工

場
労
働
者
に
は
地
元
出
身
者
も
相
当
比
率
含
ま
れ
て
は
い
る
が
、
全
体
的
傾
向
か
ら
す
れ
ば
、
農
林
漁
業
や
自
営
業
の
土
着
層
と
、
被
雇

用
者
で
あ
る
流
動
層
と
か
ら
な
る
住
民
構
成
の
二
重
構
造
が
第
一
の
特
性
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。

乙
の
土
着
層
と
流
動
層
か
ら
な
る
二
重
構
造
は
、
社
会
構
造
の
二
重
的
構
成
を
も
た
ら
す
。
住
民
個
人
に
準
拠
し
て
言
え
ば
、
土
着
者

と
流
動
者
と
で
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
社
会
関
係
の
、
不
ッ
ト
ワ

l
ク
の
量
や
空
間
的
広
が
り
に
お
い
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
意
識
の
強
度
や
方
向
性
に
お
い
て
も
、
対
照
的
な
差
異
が
認
め
ら
れ
、
生
活
構
造
の
パ
タ
ー
ン
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
が
第
二
の
特

性
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。

社
会
関
係
の
豊
富
さ
と
主
体
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
と
が
、
地
域
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
も
た
ら
す
鍵
と
な
る
条
件
だ
と
仮
定
す

れ
ば
、
土
着
と
流
動
の
勢
力
が
ち
ょ
う
ど
拾
抗
し
て
い
る
苅
田
町
で
は
、
土
着
層
主
導
型
の
二
重
的
編
成
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
造

が
展
開
し
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
さ
ら
な
る
工
業
化
は
流
動
層
の
比
重
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、
士
一
着
と
流

動
の
対
抗
、
場
合
に
よ
っ
て
は
流
動
層
に
よ
る
主
導
権
の
掌
握
と
い
っ
た
事
態
も
予
測
さ
れ
な
い
で
は
な
い
。
苅
田
町
の
場
合
に
は
、
社

会
移
動
の
増
加
に
よ
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
二
分
さ
れ
た
形
に
－
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
互
い
に
分
離
し
た
状
態
の
ま
ま
で
、
社

会
的
に
隔
離
地
域
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
、
地
域
の
特
性
に
つ
け
加
え
ら
れ
よ
う
。



対
照
地
域
と
の
比
較

わ
れ
わ
れ
が
す
で
に
分
析
を
試
み
て
き
た
、
「
土
着
型
社
会
」
と
「
大
都
市
近
郊
型
流
動
化
社
会
」
と
、
本
稿
で
扱
っ
て
き
た
「
工
業

化
型
流
動
化
社
会
」
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
地
域
全
体
と
し
て
の
特
性
は
住
民
構
成
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
土
着
型
社
会
人
吉
市
に
近

く
、
生
活
構
造
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
社
会
関
係
は
最
も
近
隣
関
係
の
量
が
豊
富
で
あ
り
、
モ
ラ
ー
ル
も
高
い
。
た
だ
モ
ラ
ー
ル
の
構
成
要

素
聞
の
関
係
を
み
る
と
、
土
着
型
社
会
人
吉
市
の
、
し
か
も
自
営
業
者
層
の
厚
い
勢
力
の
も
と
に
あ
る
九
日
町
の
パ
タ
ー
ン
に
類
似
し
て

い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ノ
ル
ム
に
か
ん
し
て
も
、
九
日
町
に
近
い
。
た
だ
し
、
格
差
｜
主
体
｜
閉
鎖
の
方
向
性
は
、
住
民
構
成
か
ら
す

れ
ば
最
も
流
動
的
な
大
野
城
市
の
南
ケ
丘
地
区
に
も
み
ら
れ
、

乙
の
ノ
ル
ム
が
必
ず
し
も
土
着
型
社
会
に
み
ら
れ
る
伝
統
的
意
識
で
あ
る

と
は
言
い
が
た
い
。
南
ケ
丘
で
は
苅
田
町
と
同
じ
よ
う
に
町
内
会
や
近
隣
関
係
が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
乙
の
い
み
で
は
生
活
構
造
に
か
ん

し
て
は
大
都
市
型
流
動
化
社
会
に
も
近
似
し
て
い
る
と
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
苅
田
町
の
流
動
層
に
注
目
し
て
み
れ
ば
、
大
都
市
型
の
典
型
的
な
ス
プ
ロ

i
ル
地
域
で
あ
る
下
筒
井
地
区
に
非
常
に

よ
く
似
て
い
る
。
社
会
関
係
は
広
域
的
に
分
散
し
、

か
つ
貧
困
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
モ
ラ
ー
ル
も
最
低
で
あ
り
、

ノ
ル
ム
も
消
極

的
な
客
体
志
向
で
あ
る
。
下
筒
井
地
区
は
対
照
デ

l
タ
中
最
も
工
業
労
働
者
（
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
）
の
比
率
の
高
い
地
区
で
あ
っ
た
の
で
、

工
業
化
に
よ
る
流
動
化
の
効
果
と
み
な
す
乙
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

工業化地域の生活構造

あ
る
い
は
モ
ラ
ー
ル
と
ノ
ル
ム
と
が
、
地
域
社
会
へ
の
定
着
性
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
＝
り
す
れ
ば
、
苅
田
町
へ
移

動
し
て
ま
だ
期
聞
が
短
い
こ
と
や
、
借
家
や
給
与
住
宅
へ
の
居
住
ゆ
え
に
定
着
性
が
薄
い
こ
と
が
、
苅
田
町
の
流
動
層
に
社
会
移
動
の
マ

イ
ナ
ス
効
果
を
表
面
化
さ
せ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

社
会
移
動
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
た
ら
す
効
果
を
考
え
る
場
合
に
、
地
域
的
移
動
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
住
民
構
成
を
確
実
に
多
様
化

し
、
社
会
関
係
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
な
ど
の
住
民
の
生
活
構
造
を
流
動
化
さ
せ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
土
着
層
と
流
動
層
と
の
勢
力
関
係

は
、
地
域
間
移
動
の
結
果
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
階
層
構
造
の
流
動
化
の
考
察
ぬ
き
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
り
わ
け
苅
田
町
の
よ

一
五
七
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五
八

う
な
工
業
化
型
流
動
化
社
会
に
お
い
て
は
、
流
動
層
は
ど
の
よ
う
な
階
層
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
形
成
す
る
よ
う
に
な
る
の
か
と
い

っ
た
階
層
性
の
軸
が
重
要
で
あ
る
。
大
都
市
近
郊
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
の
生
活
構
造
と
、
工
業
都
市
に
お
け
る
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
層
の
生

活
構
造
と
の
差
異
は
、
階
層
の
差
異
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
工
業
化
型
流
動
化
社
会
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
変
化
は
、
地
域
間
移
動
と
階
層
間
移
動
と
の
交
文
す
る
局
面
で
、
は
じ
め
て
十
分
に
解
明
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
規
定
の
紙

数
を
ζ

え
た
の
で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
を
ま
っ
と
と
に
し
た
い
。

（
一
九
七
九
年
九
月
）


